
五
七

　
　
　

は
じ
め
に

　

俳
諧
一
枚
摺
は
、
一
枚
の
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
俳
諧
関
係
の
摺
物
で
、
俳
人
の

間
で
お
互
い
に
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
俳
諧
の
文
字
だ
け
で
な
く
、
多
く
は
多

色
摺
の
画
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
年
間
か
ら
文

化
・
文
政
年
間
に
か
け
て
急
速
な
流
行
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
幕
末
期
に
庶
民
の

間
に
も
普
及
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
ま
で
続
い
て
い
る
（
（
（

。

　

俳
諧
一
枚
摺
は
、
各
時
代
の
俳
風
や
絵
画
と
の
関
連
、
俳
人
の
交
流
な
ど
を
知

る
た
め
に
大
変
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
と
く
に
近
世
後
期
の
俳
諧
研
究
に
は
、

一
枚
摺
は
欠
か
せ
な
い
資
料
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
資
料
が
散
逸
し
や
す
く
、
残

さ
れ
て
い
て
も
ほ
と
ん
ど
整
理
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
研
究
は
遅
れ
た
分

野
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
に
な
り
、
美
術
館
等
の
展
覧
会
（
（
（

や
、
専
門
誌
の
特
集
（
（
（

が

あ
り
、
研
究
も
進
み
、
分
野
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
当
時
、
か
な
り
多
く
の
俳
諧
一
枚
摺
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
の
発
見
で
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
研
究
発
展
の
た
め
に
も
、
そ
の
資

料
の
発
見
、
公
開
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

筆
者
は
す
で
に
埼
玉
県
立
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
武
蔵
国
横
見
郡
久
保
田

村
（
現
吉
見
町
）
の
新
井
（
侊
）
家
に
残
る
絵
入
り
の
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
紹
介

し
た
（
（
（

。

　　

本
稿
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
閲
覧
公
開
さ
れ
た
中
山
道
本
庄
宿
（
現
本

庄
市
）
の
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
の
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
（
（
（

。

　

戸
谷
家
は
、
享
保
十
八
年
（
一
七
四
三
）
に
本
庄
宿
で
小
間
物
屋
中
屋
を
開

き
、
代
々
半
兵
衛
を
名
乗
り
、
江
戸
に
も
出
店
を
も
つ
、
関
東
で
も
有
数
の
豪
商

と
し
て
知
ら
れ
た
家
で
あ
る
（
（
（

。
ま
た
、
三
代
目
光
寿
は
、
俳
名
双
烏
と
号
し
た
俳

人
で
、
高
桑
闌
更
・
常
世
田
長
翠
等
の
当
時
著
名
な
俳
人
と
交
流
が
あ
っ
た
。
四

代
目
光
敬
（
俳
号
清
風
・
其
椎
）、
五
代
目
光
孝
（
俳
号
榎
蔭
）
も
家
業
の
傍
ら

に
俳
諧
に
親
し
ん
で
い
る
。
三
代
目
光
寿
は
、
文
化
期
か
ら
天
保
中
期
に
か
け
て

俳
諧
活
動
を
一
時
中
断
す
る
も
の
の
、
戸
谷
家
は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
俳
諧
活
動

を
お
こ
な
う
、
武
蔵
国
北
部
の
春
秋
庵
系
の
有
力
俳
人
の
家
と
し
て
知
ら
れ
る
存

在
で
あ
っ
た
（
（
（

。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
代
目
光
敬
の
時
に
御
用
金
未
返
済
を
理
由
に
店
は

閉
じ
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
文
書
群
は
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
商
業
関
係
の
文

書
は
勿
論
、
俳
諧
関
係
の
古
文
書
も
比
較
的
よ
く
残
さ
れ
、
戸
谷
家
文
書
の
特
色

と
な
っ
て
い
る
。

　

戸
谷
家
文
書
は
、
商
業
文
書
を
中
心
と
す
る
「
Ⅰ
一
般
文
書
の
部
」
と
俳
諧
文

書
を
中
心
と
す
る「
Ⅱ
文
化
の
部
」の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
Ⅱ
文
化
の
部
」

は
、
A
俳
諧
摺
物
、
B
短
冊
、
C
扇
・
扇
面
、
D
俳
諧
書
状
、
E
俳
諧
版
本
、
F

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺

兼
　
子
　
　
　
順

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

五
八

俳
諧
稿
本
・
そ
の
他
の
六
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
俳
諧
一
枚
摺
は
、
A
俳
諧
摺

物
と
F
俳
諧
稿
本
・
そ
の
他
の
な
か
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
　
戸
谷
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
の
概
要

　

戸
谷
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
は
、
七
七
点
あ
る
。
こ
れ
ら
一
枚
摺
に
は
、
干

支
だ
け
で
年
号
の
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
作
成
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
内
容
等
か
ら
年
代
を
推
定
し
補
い
、
編
年
順
に
一
覧
に
す
る

と
別
表
の
と
お
り
と
な
る
。
最
も
古
い
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
明
治
五

年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
約
八
〇
年
間
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
間
全
期
に

わ
た
る
わ
け
で
な
く
、
寛
政
五
年
か
ら
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
ま
で
の
期
間
の

第
１
期
と
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
明
治
五
年
ま
で
の
期
間
の
第
２
期
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
と
し
て
は
、
第
１
期
が
一
二
点
（
№
1
～
12
）、
第

２
期
が
六
五
点
（
№
13
～
77
）
で
、
第
２
期
の
も
の
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
第
２
期
で
は
、
年
に
よ
り
全
く
な
い
年
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

の
一
二
点
ま
で
様
々
で
あ
る
が
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
の
三
か
年
は
、
一
〇
点
以
上
と
特
に
多
い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
１
期
の
一
枚
摺
物
の
大
き
さ
は
、
奉
書
紙
の
全
紙
を
使
用
し
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
全
紙
を
六
つ
折
に
し
た
も
の
と
、
全
紙
を
折
紙
形
式
で
使
用
し
、

そ
れ
を
六
つ
折
や
八
つ
折
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
№
２
は
奉
書
紙
を
四
分

一
に
切
っ
た
中
判
で
、
四
つ
折
に
し
て
い
る
。

　

第
２
期
に
な
る
と
、
切
紙
が
多
く
な
り
、
安
政
二
年
以
降
に
な
る
と
、
ま
た
奉

書
紙
の
全
紙
を
使
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
。
切
紙
は
、
竪
が
一
一
㎝
か

ら
二
二
㎝
前
後
、
横
は
一
三
㎝
か
ら
長
い
も
の
で
五
六
㎝
の
も
の
も
あ
る
。
切
紙

は
、
二
つ
折
か
ら
六
つ
折
に
さ
れ
、
表
題
の
つ
い
た
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
奉

書
紙
全
紙
の
も
の
は
、
折
紙
形
式
で
使
用
し
、
そ
れ
を
三
つ
折
に
し
て
、
袋
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
五
年
の
№
77
〔
春
興
〕
は
、
全
紙
を
四
つ
折
に

し
、
袋
は
付
い
て
い
な
い
。

　

第
２
期
の
特
徴
は
、
袋
の
付
い
た
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

袋
に
は
、
表
題
や
連
名
な
ど
が
摺
り
込
ま
れ
、
送
り
手
の
落
款
印
を
捺
し
た
も

の
、
付
箋
で
宛
名
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
袋
の
裏
に
は
、
摺
物
所
の
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。「
雲
錦
堂
」
と
い
う
小
さ
な
朱
印
で
あ
る
。「
東

都
住
吉
町　

雲
錦
堂
製
」（
№
38
）、「
日
本
橋
呉
服
町　

雲
錦
堂
」（
№
58
）
と
住

所
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
摺
物
所
印
の
あ
る
も
の
は
、
嘉
永
二
年
と
三
年
に
集

中
し
て
い
る
。
№
67
に
は
、
摺
物
所
「
東
都
瀬
戸
物
町
飯
田
源
蔵
」
と
「
彫
工　

江
川
閏
」
の
印
が
あ
り
、
彫
工
の
記
載
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

　

袋
の
表
題
は
、「
春
興
」「
三
節
」
な
ど
摺
物
の
内
容
を
表
し
た
も
の
、
内
容
や

季
節
に
あ
っ
た
物
の
名
や
こ
と
ば
を
摺
り
込
ん
で
い
る
。
な
か
に
は「
底
な
し
腸
」

（
№
14
）
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
る
表
題
も
あ
る
。
ま
た
、
差
出
人
と
宛
先
人
の
わ

か
る
も
の
が
か
な
り
の
数
あ
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、「
本
庄
連
」
な
ど

と
連
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、「
春
秋
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
№
46
の
袋
に
は
、「
花
丘
連
」
と
あ
り
、「
春
秋
庵
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
、

裏
に
「
雲
錦
堂
」
の
朱
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
の
摺
物
を
雲
錦
堂
が
摺
っ
て
春

秋
庵
の
名
で
配
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
袋
表
の
庵
号
等
も
、
一
枚
摺
に
入
集

す
る
俳
人
名
と
結
び
つ
き
、
誰
か
ら
配
ら
れ
た
も
の
か
が
わ
か
る
。
こ
の
頃
の
春

秋
庵
は
梅
笠
、
無
窮
庵
は
太
魯
、
焦
林
社
は
西
馬
、
不
如
庵
は
寄
三
、
佐
倉
梅
雪

庵
は
如
升
、
紙
葉
は
紙
葉
軒
で
音
好
（
野
井
）、
橿
寮
閣
は
青
荷
で
あ
る
。
袋
と

中
身
の
摺
物
が
離
れ
ず
に
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
と
い
え
る
。



五
九

　

内
容
は
、
正
月
に
配
ら
れ
る
歳
旦
・
春
興
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
夏
興
・
秋
興
な

ど
季
節
の
も
の
や
、
改
名
披
露
、
追
善
な
ど
も
あ
る
。
絵
入
り
の
も
の
が
多
い
が
、

模
様
の
も
の
や
、
文
字
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。

　

第
１
期
で
は
、
双
烏
の
入
集
し
た
も
の
と
、
双
烏
と
交
遊
の
あ
る
巣
兆
・
長
翠
・

士
朗
な
ど
か
ら
の
一
枚
摺
で
、
絵
が
添
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
№
１
・
７
は
、

巣
兆
自
身
が
描
い
た
画
を
添
え
て
い
る
。
版
下
筆
者
は
、№
７
の
其
成
の
ほ
か
は
、

記
載
が
な
い
。

　

第
２
期
で
は
、
戸
谷
家
の
四
代
目
清
風
（
其
椎
）・
五
代
目
榎
蔭
の
入
集
し
た

も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
は
じ
め
催
主
が
碩
布
・
太
魯
関
係
、
次
に
梅
笠
・
太
魯

関
係
、
そ
の
後
に
梅
笠
・
逸
淵
・
西
馬
関
係
、
さ
ら
に
逸
淵
・
寄
三
関
係
と
な
っ

て
い
く
。
第
２
期
を
通
じ
て
春
秋
庵
の
系
統
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
同
一
年
に

い
く
つ
も
の
連
か
ら
一
枚
摺
が
配
ら
れ
て
い
る
年
が
何
年
も
あ
る
。
ま
た
、
江
戸

の
古
武
良
、
佐
倉
の
如
升
が
入
集
し
た
も
の
も
多
い
。

　

絵
は
春
関
連
が
多
い
が
、画
題
は
多
様
で
あ
る
。
絵
師
と
し
て
は
原
田
圭
岳（
四

条
派
）、
柴
田
是
真
（
四
条
派
）、
山
形
素
真
（
谷
文
兆
門
人
）
の
作
品
が
多
く
、

三
人
の
合
作
（
№
73
）
も
あ
る
。
他
の
絵
師
は
一
、二
作
品
ず
つ
で
あ
る
が
、
大

西
椿
年（
南
画
）や
佐
竹
永
海（
谷
文
兆
門
人
）な
ど
著
名
の
絵
師
の
作
品
も
あ
る
。

　

版
下
筆
者
は
、
第
２
期
の
ほ
と
ん
ど
の
一
枚
摺
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
半
は

ほ
と
ん
ど
が
松
軒
（
（
（

の
書
で
、
そ
の
後
に
得
斎
（
（
（

・
鴎
波
（
（1
（

・
董
斎
（
（1
（

・
董
仙
（
（1
（

の
書
が
多
く

な
る
。
他
に
、
繞
岡
輝
松
（
（1
（

・
梅
素
（
（1
（

な
ど
の
書
も
あ
る
。

　

第
１
期
で
は
一
枚
に
入
集
者
が
三
人
か
ら
二
〇
人
ま
で
で
遠
方
の
俳
人
が
多

い
。
第
２
期
は
入
集
者
が
一
、二
人
か
ら
四
〇
人
く
ら
い
ま
で
と
様
々
で
あ
る
が
、

安
政
二
年
以
降
に
な
る
と
、
一
〇
〇
人
以
上
の
も
の
も
あ
り
、
最
高
は
安
政
二
年

の
№
70
の
「
春
興
」
で
、
一
五
四
人
の
入
集
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
　
本
庄
関
係
の
俳
諧
一
枚
摺

　

次
に
、
本
庄
関
係
の
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　

第
１
期
の
頃
の
戸
谷
家
は
、
三
代
目
双
烏
が
闌
更
や
長
翠
と
盛
ん
に
俳
諧
活
動

を
行
っ
た
時
期
で
あ
り
、
寛
政
五
年
に
双
烏
が
出
版
し
た
句
集
「
此
ま
こ
と
」
の

中
に
も
本
庄
連
の
句
を
掲
載
し
て
い
る
（
（1
（

。
ま
た
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
常

世
田
長
翠
筆
の
「
春
日
満
興
」
は
、
双
烏
も
含
め
た
本
庄
連
が
発
行
し
た
一
枚
摺

で
あ
る
（
（1
（

。
し
か
し
、
戸
谷
家
所
蔵
の
こ
の
時
期
の
一
枚
摺
に
は
本
庄
連
と
し
て
の

一
枚
摺
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
後
、
双
烏
は
俳
諧
活
動
を
中
断
し
、
再
開
す
る

の
は
第
２
期
と
な
る
天
保
中
期
ご
ろ
と
見
ら
れ
る
。
天
保
八
年
（
一
六
三
七
）
二

月
に
本
庄
連
が
川
村
碩
布
の
米
寿
の
賀
会
を
開
き
、
同
年
六
月
に
は
碩
布
の
門
弟

太
魯
を
迎
え
、
戸
谷
邸
で
双
烏
と
子
為
春
の
三
人
で
三
吟
歌
仙
を
巻
き
、
八
月
に

も
碩
布
・
太
魯
・
双
烏
・
為
春
と
女
婿
清
風
（
其
椎
）
の
五
吟
歌
仙
を
巻
い
て
い

る
（
（1
（

。
九
月
・
十
月
に
も
句
会
が
催
さ
れ
、
戸
谷
家
で
は
家
族
ぐ
る
み
の
俳
諧
活
動

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
太
魯
は
本
庄
に
無
窮
庵
を
結
び
、
こ
の
地
の
俳
諧
を
指

導
し
て
お
り
、
碩
布
は
た
び
た
び
本
庄
を
来
訪
し
て
い
る
。
本
庄
連
の
活
動
も
活

発
と
な
り
、
天
保
八
年
秋
、
同
九
年
春
、
同
十
二
年
春
に
碩
布
・
太
魯
を
含
め
た

俳
諧
一
枚
摺
を
発
行
し
て
い
る
（
（1
（

。
た
だ
、
天
保
八
年
と
九
年
の
一
枚
摺
に
は
、
戸

谷
双
烏
も
清
風
も
入
集
し
て
い
な
い
。
本
庄
連
の
一
枚
摺
が
何
度
発
行
さ
れ
た
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
経
費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
そ
う
多
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

戸
谷
家
所
蔵
の
も
の
で
は
、
№
15
の
天
保
十
三
年
（
一
六
四
二
）
の
〔
春
興
〕

と
№
72
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
〔
春
興
〕
の
二
点
が
本
庄
連
と
し
て
発
行

さ
れ
た
一
枚
摺
で
あ
る
。

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）
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№
15
の
天
保
十
三
年
の
〔
春
興
（
（1
（

〕（
図
１
）
は
、
袋
表
に
「
あ
そ
ひ
く
さ　

本

庄
連
」
と
摺
ら
れ
て
い
る
。「
あ
そ
び
く
さ
」
は
、
柳
の
こ
と
で
、
春
の
季
語
で
あ

る
。
本
紙
は
中
判
を
三
つ
折
り
に
し
た
も
の
で
、
巻
頭
に
碩
布
の
句
を
載
せ
、
大

西
椿
年
が
描
く
小
鳥
と
手
毬
の
形
の
し
ん
こ
飴
二
本
を
三
色
刷
り
で
載
せ
、
以
下

一
行
明
け
て
清
風
を
先
頭
に
知
一
・
為
春
・
恒
女･

鳳
毛
・
士
晦
・
楽
只
・
紫
好
・

寄
亭
・
池
月
・
辰
夏
・
酔
月
・
有
志
・
清
雪
・
一
鶴
・
双
烏
ま
で
一
六
人
の
句
が

続
き
、
巻
軸
が
太
魯
の
句
と
な
る
。
版
下
筆
者
「
半
僲
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
庄
連
が
戸
谷
家
を
中
心
に
し
て
太
魯
の
指
導
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

№
72
の
「
丁
巳
春
」
と
あ
る
安
政
四
年
の
〔
春
興
（
（2
（

〕（
図
２
）
で
、
袋
に
「
初

ミ
ま
ち　

武
蔵
本
荘
連
」
と
摺
ら
れ
、
奉
書
紙
を
横
半
分
に
切
っ
た
長
判
を
四
つ

折
り
に
し
た
用
紙
に
、
素
真
画
「
琵
琶
図
」
が
添
え
ら
れ
、
其
椎
を
は
じ
め
に
汶

平
ま
で
の
二
五
人
の
本
庄
連
の
連
中
の
句
が
記
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
青
荷
、
弘
湖
、

浪
兮
女
、
洒
雄
、
ミ
き
を
、
西
馬
と
春
秋
庵
系
の
各
地
の
高
弟
の
句
が
続
き
、
巻

軸
が
逸
淵
と
な
っ
て
い
る
。
版
下
は
鴎
波
で
あ
る
。

　

天
保
十
三
年
と
安
政
四
年
の
本
庄
連
の
構
成
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の

一
五
年
間
に
は
、
天
保
十
四
年
十
一
月
に
碩
布
が
没
し
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

一
月
に
戸
谷
為
春
が
一
八
歳
で
没
し
て
い
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
に

双
烏
が
没
し
、
十
月
に
は
太
魯
が
三
八
歳
の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
米

逸
淵
が
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
六
歳
の
時
に
本
庄
に
移
住
し
て
い
る
が
（
（2
（

、
天

保
十
一
年
に
も
逸
淵
入
集
の
一
枚
摺
（
№
13
）
が
あ
り
、嘉
永
二
年
の
〔
春
興
〕（
№

35
、
№
36
）
に
も
、
す
で
に
清
風
と
と
も
に
逸
淵
も
入
集
し
て
お
り
、
本
庄
と
の

関
わ
り
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

安
政
四
年
ご
ろ
の
本
庄
連
は
、
逸
淵
の
指
導
の
も
と
で
、
汶
平
・
其
椎
が
中
心

と
な
り
活
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。
汶
平
は
、
本
庄
宿
の
飯
盛
旅
籠
羽
生
屋
の
主

人
田
村
宗
吉
で
あ
る
（
（2
（

。
№
71
の
安
政
四
年
の
〔
春
興
〕（
図
３
）
は
、袋
表
に
「
か

し
の
か
け
」
と
摺
ら
れ　
「
橿
寮
閣
印
」
の
印
が
あ
り
、　
「
其
椎
様
」
の
小
札
が

付
く
。
碩
布
ゆ
か
り
の
橿
寮
庵
発
行
の
も
の
で
、
奉
書
紙
全
紙
に
二
段
で
一
〇
九

人
が
掲
載
さ
れ
、
巻
頭
の
上
段
最
初
に
汶
平
・
其
椎
の
二
人
が
載
り
、「
素
信
」

の
朱
印
で
蓬
摘
図
が
描
か
れ
、
下
段
最
初
に
梅
笠
、
西
馬
、
洒
雄
、
浪
兮
、
弘
湖
、

逸
淵
と
続
き
、
巻
軸
に
橿
寮
庵
青
荷
と
な
っ
て
い
る
。
本
庄
連
と
の
つ
な
が
り
が

わ
か
る
。

　

№
75
の
安
政
六
年
の
武
蔵
野
連
の
〔
春
興
（
（2
（

〕（
図
４
）
は
、
右
下
半
分
に
素
真

が
柳
の
下
で
海
苔
を
干
す
女
性
と
側
で
遊
ぶ
子
供
を
彩
色
で
描
き
、
上
下
二
段
で

二
八
人
の
句
と
巻
軸
に
逸
淵
の
句
を
載
せ
る
。
上
段
に
あ
る
寄
三
（
（2
（

は
中
瀬
村
（
現

深
谷
市
）、
笳
言
（
（2
（

は
上
州
今
村
（
現
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）、
真
葛
と
漁
友
は
上
州
樋

越
村
（
同
前
）、
半
湖
は
伊
勢
崎
に
庵
居
、
睡
虎
と
花
雄
は
上
州
群
馬
郡
、
其
好

は
上
野
台
村（
現
深
谷
市
）、都
丸
は
榛
沢
村（
現
岡
部
町
）、青
荷
は
八
幡
山
町（
現

本
庄
市
）
の
人
で
あ
り
、下
段
の
木
奴
か
ら
保
水
ま
で
七
人
は
本
庄
の
人
で
あ
る
。

同
年
二
月
十
日
に
瓢
隠
居
（
逸
淵
）
知
事
で
興
行
が
あ
る
が
（
（2
（

、
出
席
者
二
八
人
の

う
ち
の
か
な
り
の
人
が
重
な
っ
て
い
る
。

　

本
庄
連
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
一
枚
摺
は
、
戸
谷
家
文
書
で
は
№
15
・
№

72
・
№
75
の
三
点
と
な
る
。
他
に
は
本
庄
連
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
汶
平
・
其
椎
・

榎
蔭
が
入
集
す
る
一
枚
摺
は
か
な
り
あ
る
（
（2
（

。

　

梅
笠
は
、
戸
谷
家
に
来
る
こ
の
時
期
の
ほ
と
ん
ど
の
連
の
摺
物
に
名
を
見
せ
、

単
独
の
も
の
も
あ
り
、
戸
谷
家
や
本
庄
連
と
の
強
い
関
係
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

梅
笠
は
、
碩
布
の
門
人
で
、
逸
淵
の
後
に
春
秋
庵
を
継
い
だ
宗
匠
で
あ
る
（
（2
（

。

　

一
枚
摺
に
入
集
す
る
経
緯
に
つ
い
て
み
る
と
、
№
60
の
嘉
永
七
年
七
月
の
〔
秋



六
一

興
（
（2
（

〕（
図
５
）
は
、
梅
雪
庵
如
升
を
中
心
と
す
る
下
総
佐
倉
の
連
の
一
枚
摺
で
、

逸
淵
・
西
馬
と
と
も
に
其
椎
も
入
集
し
て
い
る
。
江
戸
神
田
の
梅
笠
か
ら
本
庄
宿

の
其
椎
に
宛
て
ら
れ
た
同
年
七
月
六
日
付
の
書
状
（
（3
（

に
「
扨
さ
く
ら
如
升
小
摺
出
来

ニ
付
、
玉
句
猥
ニ
加
入
備
貴
覧
候
、
御
笑
受
可
被
下
候
、
尚
如
升
方
へ
一
封
御
恵

贈
希
候
」
と
あ
り
、
本
人
の
承
知
な
し
に
句
が
入
集
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
作

成
人
か
ら
で
な
く
、
配
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

三
　
太
魯
（
魯
仙
）
関
係
の
俳
諧
一
枚
摺

　

次
に
本
庄
連
と
関
わ
り
の
深
い
太
魯
関
係
の
一
枚
摺
に
つ
い
て
、見
て
み
た
い
。

　

太
魯
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
生
ま
れ
、
比
企
郡
熊
井
村
（
現
鳩
山
町
）

の
人
で
、
北
原
姓
。
別
号
無
窮
庵
、
川
村
碩
布
門
で
、
二
世
六
気
庵
を
継
い
で
い

る
（
（3
（

。
師
碩
布
の
意
志
を
継
い
で
弘
化
二
年（
一
八
四
五
）に『
八
翁
六
百
題
発
句
集
』

を
刊
行
、
こ
の
集
は
小
二
、
知
足
庵
如
是
道
人
と
戸
谷
双
烏
の
三
名
の
序
で
、
春

秋
庵
梅
笠
が
跋
文
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
太
魯
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

十
月
に
三
八
歳
の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。
本
庄
宿
や
小
川
町
栃
本
な
ど
を
拠
点
に

活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（3
（

。

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
太
魯
は
天
保
八
年
頃
か
ら
戸
谷
家
や
本
庄
連
と
関
わ

る
よ
う
に
な
る
。
戸
谷
家
文
書
の
一
枚
摺
の
な
か
に
も
太
魯
関
係
の
も
の
は
か
な

り
多
く
残
っ
て
い
る
。
す
で
に
み
た
天
保
十
三
年
の
本
庄
連
の
№
15
〔
春
興
〕
は
、

巻
軸
に
太
魯
の
句
を
載
せ
て
い
る
。

　

そ
の
三
年
後
の
弘
化
二
年
の
№
16
「
海
晏
寺
山
め
く
り
六
く
さ
の
楓
探
題
」
は

梅
笠
外
四
人
と
太
魯
の
六
人
の
句
が
載
り
、
左
端
に
「
春
秋
」
の
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。
袋
に
は
宛
名
の
小
札
が
貼
ら
れ
「
清
風
君
」
と
記
さ
れ
、
春
秋
庵
梅
笠
か

ら
の
配
り
物
と
い
え
る
。
品
川
鮫
洲
の
海
晏
寺
は
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
。

　

弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
に
は
太
魯
が
入
集
す
る
一
枚
摺
は
六
点
あ
る
。
う
ち

三
点
は
巻
軸
を
梅
笠
と
太
魯
が
並
び
、残
り
三
点
は
太
魯
が
巻
軸
と
な
っ
て
お
り
、

太
魯
の
指
導
を
受
け
る
連
や
個
人
の
摺
物
と
い
え
る
。
俳
名
か
ら
人
物
が
わ
か
る

も
の
で
は
、
№
18
の
曰
二
は
西
戸
村
（
現
毛
呂
山
町
）
の
山
本
坊
徳
栄
で
碩
布
門

人
、
誠
廬
は
番
匠
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
医
者
、
№
20
の
仙
鳧
は
江
戸
の

人
（
（3
（

、
№
26
の
大
瓠
は
桃
木
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
医
者
、
№
24
の
甫
水
は
青
山

村
（
現
小
川
町
）
の
人
で
あ
る
。
比
企
地
方
の
俳
人
が
多
く
、
恐
ら
く
碩
布
の
没

後
に
太
魯
が
引
き
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
№
29
の
歳
旦
の
一
枚
摺
（
（3
（

（
図
６
）
に
は
、袋
に
「
末

広　

無
窮
庵
」
と
摺
ら
れ
、
柴
田
是
真
が
扇
子
に
印
章
の
図
を
描
き
、
句
と
と
も

に
「
太
魯
改
魯
仙
」
と
あ
り
、
太
魯
が
魯
仙
に
改
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
八
）
の
四
点
の
〔
春
興
〕
に
は
魯
仙
の
名
が
見
え
、
同
年

春
に
は
改
名
さ
れ
て
い
る
。
前
年
春
以
降
こ
の
間
に
改
名
し
た
と
い
え
る
。

　

魯
仙
名
の
あ
る
も
の
は
五
点
で
、
す
べ
て
梅
笠
が
巻
頭
か
巻
軸
に
句
を
載
せ
て

い
る
。
№
32
の
素
雪
は
平
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
人
で
碩
布
の
門
人
、
№
33
の

五
雲
は
黒
山
村
（
現
越
生
町
）
の
人
、
№
34
の
一
遊
は
白
井
沼
村
（
現
川
島
町
）

の
人
、
№
37
の
楽
水
は
今
宿
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
人
、
有
柳
は
川
角
村
（
現

毛
呂
山
町
）
の
人
で
、
と
も
に
碩
布
の
門
人
で
あ
る
。

　

す
べ
て
表
題
の
摺
ら
れ
た
袋
が
つ
き
、
用
紙
は
奉
書
紙
を
八
分
の
一
に
し
た
八

つ
切
判
や
横
半
分
に
し
た
長
判
な
ど
で
あ
る
。
絵
師
は
、
是
真
、
圭
岳
な
ど
で
、

版
下
は
松
軒
が
書
い
て
い
る
。
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
の
№
21
春
興
は
、「
末

ひ
ろ
」
と
表
題
が
摺
ら
れ
た
袋
に
、
竪
三
二
㎝
×
横
一
一
㎝
の
用
紙
を
横
二
つ
折

り
に
し
、
圭
岳
が
末
広
を
描
き
、
金
泥
で
縁
取
り
さ
れ
た
扇
面
に
成
隣
・
太
魯
・

梅
笠
の
三
人
の
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
翌
年
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
№
31

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）
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の
春
興
（
図
９
）
は
、「
春
興
」
と
摺
ら
れ
た
袋
が
付
き
、
八
つ
切
の
用
紙
に
是

真
が
色
紙
の
貼
ら
れ
た
鶏
の
絵
馬
を
描
き
、
色
紙
の
中
に
成
隣
・
魯
仙
・
梅
笠
の

三
人
の
句
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

魯
仙
は
嘉
永
二
年
十
月
に
没
し
、
一
周
忌
と
な
る
翌
三
年
冬
に
№
50
の
魯
仙
仏

追
悼
の
一
枚
摺
物
（
（3
（

（
図
７
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
魯
仙
仏
の
句
が
載
り
、

次
に
逸
淵
・
見
外
・
卓
郎
・
西
馬
な
ど
の
宗
匠
七
名
、
次
に
大
瓢
・
為
一
・
曰
二
・

誠
廬
な
ど
一
七
人
、
そ
の
次
に
知
一
・
汶
平
・
榎
蔭
な
ど
本
庄
の
門
人
六
人
、
そ

し
て
梅
笠
と
清
風
が
詞
を
そ
え
て
句
を
載
せ
て
い
る
。
金
箔
を
散
ら
し
た
薄
墨
色

の
用
紙
を
使
用
し
、
袋
表
に
は
「
氷
る
露
」
と
摺
ら
れ
て
い
る
。
戸
谷
清
風
が
中

心
と
な
り
発
行
し
て
お
り
、
本
庄
連
と
魯
仙
と
の
強
い
関
係
が
窺
い
知
れ
る
。

　

太
魯
（
魯
仙
）
の
没
後
、
本
庄
連
の
指
導
は
逸
淵
、
西
馬
、
寄
三
と
代
わ
る
が
、

春
秋
庵
を
継
ぐ
梅
笠
と
の
関
わ
り
は
強
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
戸
谷
家
文
書
に
は
梅

笠
関
係
の
一
枚
摺
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

四
　
是
真
関
係
の
俳
諧
一
枚
摺

　

戸
谷
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
に
は
ほ
と
ん
ど
に
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

絵
を
描
い
た
絵
師
を
み
る
と
、
原
田
圭
岳
（
（3
（

が
一
二
点
と
最
も
多
く
、
次
に
柴
田

是
真
が
一
〇
点
、
山
形
素
真
（
（3
（

が
八
点
、
是
真
・
圭
岳
・
素
真
の
合
作
が
一
点
で
、

他
の
作
者
は
一
、二
点
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。
落
款
印
の
み
で
、
銘
の
な
い
№
30

は
、
№
35
に
同
印
を
使
用
し
是
真
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
是
真
と
し
た
。
な
お
、
こ

の
印
は
後
に
素
真
に
譲
ら
れ
た
も
の
か
、
№
75
安
政
六
年
の
春
興
で
は
素
真
が
使

用
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
と
く
に
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
一
枚
摺
物
に
掲
載
す
る
絵
と
し

て
人
気
が
あ
っ
た
是
真
関
係
の
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
（
（3
（

。

　

柴
田
是
真
は
、
蒔
絵
師
と
し
て
著
名
で
、
鈴
木
南
嶺
・
岡
本
豊
彦
に
師
事
、
円

山
四
条
派
の
画
家
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
一
枚
摺
の
絵
と
し
て
最

も
人
気
が
あ
っ
た
絵
師
で
あ
り
、
と
く
に
江
戸
の
大
通
と
し
て
知
ら
れ
る
細
木
香

以
と
は
親
し
く
、
香
以
の
一
枚
摺
の
絵
は
是
真
が
多
く
描
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
（
（3
（

。

　

年
代
を
み
る
と
、
嘉
永
二
年
が
五
点
、
同
三
年
が
二
点
、
安
政
四
年
・
同
五
年
・

明
治
五
年
が
各
一
点
、
計
一
〇
点
で
あ
る
。
前
項
で
み
た
№
29
を
除
く
九
点
は
春

興
で
あ
る
。

　

嘉
永
二
年
の
№
30
（
図
８
）
は
切
紙
に
右
半
分
か
ら
左
下
に
か
け
て
鉢
植
え
の

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
た
福
寿
草
と
注
連
飾
り
を
描
き
、
梅
笠
他
四
人
の
句
を
載

せ
、末
に
「
酉
の
春　

松
軒
書
（
印
）」
と
干
支
と
版
下
筆
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

絵
に
は
落
款
の
み
で
作
者
名
が
な
い
が
、
№
35
と
同
じ
落
款
で
あ
る
た
め
、
是
真

の
作
と
わ
か
る
。
袋
に
は
「
筆
は
し
め
」
と
摺
ら
れ
、「
春
秋
」
の
落
款
が
捺
さ
れ
、

袋
裏
に
は
摺
所
「
雲
錦
堂
」
の
朱
印
が
あ
る
。
春
秋
庵
梅
笠
か
ら
配
ら
れ
た
一
枚

摺
で
あ
る
。
入
集
の
旧
左
は
青
梅
の
俳
人
横
川
貞
八
郎
で
あ
る
。

　

同
年
の
№
31
（
図
９
）
は
、
雄
鶏
の
絵
馬
の
上
に
金
箔
を
散
ら
し
た
色
紙
が
は

ら
れ
、
色
紙
に
梅
笠
他
二
人
の
句
と
、
年
、
版
下
筆
者
を
記
す
。
酉
年
に
因
み
色

紙
の
下
か
ら
雄
鶏
の
尾
が
み
え
る
。

　

同
年
の
№
32
（
図
10
）
は
、
右
下
半
分
に
青
畳
の
上
に
置
か
れ
た
羽
根
箒
と
朱

肉
入
れ
を
描
き
、
梅
笠
他
六
人
の
句
を
載
せ
る
。
誠
廬
は
番
匠
村
（
現
と
き
が
わ

町
）
の
小
室
玄
長
、
素
雪
は
平
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
峯
岸
寅
次
郎
で
あ
る
。

　

同
年
の
№
35
（
図
11
）
は
、
上
部
か
ら
右
端
に
か
け
青
竹
を
半
分
に
割
っ
た
竹

樋
を
渡
し
、
水
が
流
れ
、
落
ち
る
図
を
描
き
、
梅
笠
他
一
七
人
の
句
を
載
せ
る
。

入
集
者
に
は
、
梅
笠
の
師
八
十
一
翁
梅
室
や
、
為
一
、
逸
淵
、
西
馬
が
お
り
、
巻



六
三

末
の
梅
笠
の
前
に
は
戸
谷
家
の
四
代
目
清
風
の
句
を
載
せ
て
い
る
。

　

嘉
永
三
年
の
№
40
（
図
12
）
は
、
右
半
分
に
三
色
の
菱
形
模
様
の
袱
紗
の
上
に

置
か
れ
た
能
面
と
散
ら
さ
れ
た
松
葉
を
描
き
、
梅
笠
他
四
人
の
句
を
載
せ
る
。
巻

末
の
句
は
一
遊
で
、白
井
沼
村
（
現
川
島
町
）
の
小
高
元
張
で
あ
る
。
袋
に
は
、「
い

ね
あ
く
る
」
の
表
題
と
「
春
秋
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
、
梅
笠
か
ら
配
ら
れ
た
一
枚

摺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
年
の
№
47
（
図
13
）
は
、
緑
色
の
下
敷
き
の
上
に
紙
が
置
か
れ
、
右
下
に
印

籠
の
付
い
た
矢
立
と
梅
の
花
・
蕾
が
散
ら
さ
れ
た
図
を
描
き
、
紙
の
部
分
に
梅
笠

他
四
人
の
句
を
載
せ
て
い
る
。

　

安
政
四
年
の
№
73
（
図
14
）
は
、
左
端
に
満
月
と
桜
の
木
を
描
き
、
枝
に
「
是

真
」
の
木
札
を
下
げ
、
右
端
に
も
桜
の
木
が
二
本
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
素
真
」

と
「
圭
岳
」
の
落
款
が
書
か
れ
た
木
札
を
下
げ
て
い
る
。
是
真
・
素
真
・
圭
岳
の

三
人
の
合
作
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
に
二
段
で
一
五
人
の
句
が
載
る
。
巻
頭
一
句

と
巻
末
三
句
に
は
詞
書
が
付
い
て
い
る
。
安
政
四
年
四
月
に
細
木
香
以
が
催
主
と

な
り
、
浅
草
の
浅
草
寺
裏
山
で
開
か
れ
た
桜
花
見
の
句
会
の
摺
物
で
あ
る
（
（4
（

。

　

同
年
の
№
74
〔
春
興
〕（
図
15
）
は
、
香
以
と
そ
の
取
り
巻
き
に
よ
る
も
の
で
、

茶
屋
の
主
人
武
田
屋
馬
平
、
戯
作
者
柳
下
亭
種
員
、
幇
間
鳥
羽
屋
小
三
治
、
俳
諧

師
の
野
村
守
一
、
牧
冬
映
な
ど
で
、
絵
師
柴
田
是
真
も
取
り
巻
き
に
い
た
。
香
以

は
、
俳
諧
師
、
役
者
、
関
取
、
落
語
家
、
書
画
家
な
ど
と
広
く
交
わ
り
、
別
号
が

鯉
角
、
江
戸
新
橋
山
城
河
岸
の
酒
屋
摂
津
国
屋
の
子
で
、
俳
諧
を
鳳
朗
、
逸
淵
に

学
ぶ
、
書
は
松
本
董
斎
に
学
ん
だ
。
安
政
三
年
九
月
に
父
親
が
没
し
、
跡
目
を
継

い
で
い
る
。
安
政
四
年
に
は
鯉
の
絵
の
収
集
を
始
め
、
秋
に
は
永
機
を
招
い
て
鯉

の
句
会
を
開
い
て
い
る
。

　

明
治
五
年
の
№
77
〔
春
興
〕（
図
16
）
は
、
朱
塗
り
の
化
粧
台
を
右
三
分
の
二

に
大
き
く
描
き
、
金
具
の
部
分
な
ど
に
は
金
泥
を
使
用
し
、
赤
色
は
洋
赤
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
沢
村
田
之
助
で
俳
号
を
曙
山
と
号
し
た
。

田
之
助
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
美
人
女
形
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
描

か
れ
た
化
粧
台
の
柄
鏡
の
入
れ
物
に
は
田
之
助
の
定
紋
の
釻
菊
を
あ
し
ら
っ
て
い

る
。
左
に
大
相
撲
の
関
取
・
行
事
、
新
吉
原
遊
郭
の
花
魁
、
歌
舞
伎
役
者
の
句
を

三
段
に
載
せ
て
い
る
。
最
後
に
「
梅
素
書
」
と
あ
り
、
宮
城
玄
魚
が
版
下
筆
者
と

な
っ
て
い
る
。
田
之
助
は
、
こ
の
年
一
月
に
歌
舞
伎
役
者
を
引
退
し
、
芝
居
茶
屋

紀
伊
国
屋
を
経
営
し
始
め
て
い
る
。
曙
山
の
句
の
詞
書
に
、
引
退
と
俳
諧
の
道
へ

の
出
立
の
こ
と
を
の
べ
、
句
を
載
せ
て
い
る
（
（4
（

。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
の
概
観
と
、
本
庄
関
連

の
一
枚
摺
、
本
庄
の
俳
諧
指
導
者
の
一
人
太
魯
関
係
の
一
枚
摺
、
幕
末
・
明
治
期

に
絵
師
と
し
て
も
人
気
の
あ
っ
た
柴
田
是
真
関
係
の
一
枚
摺
に
つ
い
て
、
見
て
き

た
。

　

戸
谷
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
は
、
寛
政
期
か
ら
明
治
五
年
に
か
け
て
の
七
七
点

の
資
料
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
期
か
ら
天
保
十
年
ま
で
の
空
白
は
あ
る
が
、
近
世

後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
俳
諧
一
枚
摺
の
様
相
と
変
遷
を
知
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
。
特
に
、
戸
谷
家
文
書
に
は
俳
諧
一
枚
摺
以
外
の
俳
諧
資
料
も
残
さ
れ
て

お
り
、
今
後
様
々
な
角
度
か
ら
の
研
究
が
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

幕
末
期
の
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
も
、
同
一
年
に
こ
れ
だ
け
複
数
の
も
の
が
残

さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
く
、
当
時
爆
発
的
に
流
行
し
た
と
い
わ
れ
る
俳
諧
一
枚
摺

の
実
態
を
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
群
と
い
え
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
戸
谷
圭
一
郎
氏
に
は
、
本
編
作
成
に
あ
た
り
、
い
ろ

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

六
四

い
ろ
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
）
雲
英
末
雄
「
多
色
摺
の
歴
史
と
俳
諧
一
枚
摺
を
め
ぐ
っ
て
」（『
江
戸
文
学
』
二
五
、

　
　

二
〇
〇
二
年
六
月
）。
同「
俳
諧
一
枚
摺
に
つ
い
て
」（
柿
衛
文
庫
調
査
図
録
第
三
号『
俳

　
　

諧
一
枚
摺
』
平
成
三
年
四
月
）。

（
2
）『
俳
諧
の
す
り
物
一
枚
摺
の
美
』（
平
成
三
年
、
柿
衛
文
庫
）、『
粋
人
た
ち
の
贈
り
物

　
　

江
戸
の
摺
物
』（
平
成
九
年
、
千
葉
市
美
術
館
）、『
江
戸
の
華　

浮
世
絵
展　

錦
絵
版

　
　

画
の
成
立
過
程
』（
平
成
十
一
年
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）『
江
戸
文
学
』
二
五
―
多
色
摺
の
歴
史
と
俳
諧
一
枚
摺
―
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）。『
文

　
　

学
』
第
六
巻
第
二
号
―
画
と
文
の
交
響
―
（
二
〇
〇
五
年
三
・
四
月
）。

（
4
）
拙
稿
『
新
井
（
侊
）
家
文
書
に
み
る
絵
入
り
歳
旦
摺
物
に
つ
い
て
』（
埼
玉
県
立
文

　
　

書
館
『
文
書
館
紀
要
』
平
成
二
十
五
年
三
月
）。

（
5
）
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
第
五
二
集
「
戸
谷
家
文
書
目
録
」
平
成
二
十
五
年

　
　

三
月
。

（
6
）
拙
稿
「
関
東
に
お
け
る
地
方
商
人
の
江
戸
進
出
―
本
庄
宿
中
屋
戸
谷
半
兵
衛
家
の
経

　
　

営
実
態
と
そ
の
展
開
―
」（『
埼
玉
県
史
研
究
』
第
二
七
号
、
平
成
四
年
三
月
）。

（
7
）
矢
羽
勝
幸
編
「
戸
谷
文
庫
俳
諧
資
料
集
成
」
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
同
「
戸
谷
文

　
　

庫
続
俳
諧
資
料
集
成
―
戸
谷
双
烏
伝
―
」（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）。
本
庄
市
「
本
庄

　
　

市
史　

通
史
編
Ⅱ
」
平
成
元
年
三
月
。
小
林
甲
子
男
「
埼
玉
俳
諧
史
の
人
び
と
」（
平
成

　
　

三
年
二
月
）。

（
8
）
松
軒
は
、
文
耕
堂
と
号
し
た
江
戸
八
丁
堀
住
の
書
家
、
野
沢
氏
か
。

（
9
）
原
得
斎
は
幕
府
儒
者
で
、
名
は
義
胤
、
字
は
正
道
。

（
10
）
西
村
鴎
波
は
丹
後
田
辺
藩
の
右
筆
と
伝
え
ら
れ
、
俳
号
青
柿
、
為
山
門
で
あ
る
。

（
11
）
松
本
董
斎
は
中
井
董
堂
の
門
人
で
、
通
称
正
輔
、
正
義
、
草
書
を
得
意
と
し
た
。

（
12
）
薫
仙
は
薫
斎
の
長
男
、
書
家
で
、
将
棋
の
駒
字
を
得
意
と
し
た
。

（
13
）
池
田
綾
岡
。
江
戸
日
本
橋
の
呉
服
屋
の
生
ま
れ
で
、
絵
を
柴
田
是
真
、
書
を
中
川
憲

　
　

斎
に
学
ぶ
。
浮
世
絵
師
、
書
家
。

（
14
）
宮
城
玄
魚
。
梅
素
亭
玄
魚
。
は
じ
め
経
師
屋
で
、
書
画
家
。
御
家
流
書
家
武
田
交
米

　
　

に
師
事
。
書
画
の
版
下
を
得
意
と
し
た
。
俳
諧
は
抱
儀
門
。

（
15
）
戸
谷
家
文
書
№
七
九
四
二
。
前
掲「
戸
谷
文
庫
続
俳
諧
資
料
集
成
―
戸
谷
双
烏
伝
―
」

　
　

収
録
。

（
16
）
前
掲
「
本
庄
市
史　

通
史
編
Ⅱ
」。

（
17
）
前
掲
「
戸
谷
文
庫
続
俳
諧
資
料
集
成
―
戸
谷
双
烏
伝
―
」
収
録
。

（
18
）
前
掲
「
本
庄
市
史　

通
史
編
Ⅱ
」。

（
19
）
天
保
十
三
年　

本
庄
連
春
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
〇
三
）

　
　
（
袋
表
）「
あ
そ
ひ
く
さ　
　

本
庄
連
」

　
　
　

見
て
居
れ
ハ
殖
る

　
　
　

様
な
り
残
雪　
　

碩
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椿
年
（
朱
印
）「
楚
南
」（
し
ん
こ
飴
図
）

　
　
　

鶏
の
声
さ
ゆ
る
な
り
今
朝
の
春　
　
　
　

清
風

　
　
　

数
の
子
の
め
つ
ら
し
き
程
ふ
え
に
け
り　

知
一

　
　
　

太
箸
に
三
夫
婦
そ
ろ
ふ
山
家
か
な　
　
　

為
春

　
　
　

何
事
も
忘
れ
て
清
し
は
つ
烏　
　
　
　
　

恒
女

　
　
　

田
つ
く
り
や
升
て
計
り
て
ふ
し
の
山　
　

鳳
毛

　
　
　

思
ふ
事
晴
て
か
す
ミ
を
見
る
日
か
な　
　

士
晦

　
　
　

宿
か
し
て
素
顔
か
見
た
し
懸
想
文　
　
　

楽
只

　
　
　

一
り
ん
て
事
の
た
り
け
り
玉
つ
は
き　
　

紫
好

　
　
　

梅
か
香
や
不
意
と
出
来
た
る
碁
の
相
手　

寄
亭

　
　
　

春
の
水
枕
に
し
て
そ
た
の
し
ま
ん　
　
　

池
月

　
　
　

一
ツ
家
の
大
破
風
見
え
て
日
の
長
し　
　

辰
夏

　
　
　

七
種
や
男
世
帯
も
不
自
由
な
き　
　
　
　

酔
月

　
　
　

若
水
や
凡
吉
事
の
汲
は
し
め　
　
　
　
　

有
志



六
五

　
　
　

人
の
顔
計
り
朧
の
月
夜
か
な　
　
　
　
　

清
雪

　
　
　

口
ひ
る
の
か
わ
く
隙
な
き
御
慶
哉　
　
　

一
鶴

　
　
　

つ
く

く
と
見
れ
ハ
蜆
の
動
き
け
り　
　

双
烏

　
　
　

喰
積
の
か
い
し
き
に
せ
ん
夷
帋　
　
　
　

太
魯

　
　
　
　
　

と
ら
の
と
し　
　
　
　

半
僲
書
（
朱
印
）「
半
后
」

（
20
）
安
政
四
年　

本
庄
連
春
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
一
一
）

　
　
（
袋
表
）「
初
ミ
ま
ち　
　
　

武
蔵
本
荘
連
」

　
　
　
　
　

素
真
（
朱
印
）「
素
真
」（
琵
琶
図
）

　
　
　

雪
と
け
の
雫
に
青
む
野
山
か
な　
　
　
　

其
椎

　
　
　

掃
退
け
て
鴬
ま
つ
や
散
松
葉　
　
　
　
　

木
奴

　
　
　

い
さ
ま
し
き
も
の
ゝ
は
し
め
そ
小
松
曳　

知
一

　
　
　

叱
ら
れ
た
子
か
誉
ら
る
ゝ
真
書
か
な　
　

喜
久
丸

　
　
　

大
空
や
わ
た
か
ま
り
な
き
春
の
風　
　
　

蓼
虫

　
　
　

水
曳
を
む
す
ふ
手
に
さ
す
初
日
哉　
　
　

蓼
水

　
　
　

行
も
と
り
杖
を
は
な
れ
す
飛
小
蝶　
　
　

梅
牛

　
　
　

相
伴
を
か
へ
て
す
ゝ
む
る
雑
煮
か
な　
　

戸
方

　
　
　

世
な
ミ
よ
き
年
柄
見
え
て
門
か
さ
り　
　

都
丸

　
　
　

鴬
の
初
音
を
ミ
や
け
は
な
し
哉　
　
　
　

兼
蔦

　
　
　

月
と
日
を
栞
り
に
咲
て
福
寿
草　
　
　
　

桃
樵

　
　
　

薬
子
と
呼
れ
し
も
今
ハ
む
か
し
哉　
　
　

月
庵

　
　
　
　
　

う
つ
く
し
う
俵
か
さ
る
や
里
の
春　
　
　

竹
二

　
　
　
　
　

正
月
ハ
翌
日
の
遊
ひ
の
工
夫
か
な　
　
　

文
岱

　
　
　
　
　

初
鶏
や
家
う
ち
揃
ひ
し
朝
き
け
ん　
　
　

文
事

　
　
　
　
　

枝
か
へ
る
間
を
鴬
の
綾
音
か
な　
　
　
　

竹
丈

　
　
　
　
　

年
々
の
枝
の
く
は
り
や
梅
の
花　
　
　
　

文
兼

　
　
　
　
　

め
つ
ら
し
き
人
に
逢
け
り
梅
や
し
き　
　

文
紙

　
　
　
　
　

真
直
に
な
ひ
く
と
ん
と
の
け
ふ
り
哉　
　

飛
歳

　
　
　
　
　

風
の
香
や
ふ
と
身
を
か
は
す
藪
の
梅　
　

軽
重

　
　
　
　
　

お
と
ろ
い
て
見
直
す
夜
の
柳
か
な　
　
　

竹
林

　
　
　
　
　

取
次
の
立
派
に
出
す
や
懸
想
文　
　
　
　

保
水

　
　
　
　
　

大
箸
を
景
物
に
出
す
旅
籠
か
な　
　
　
　

三
好

　
　
　
　
　

初
鶏
に
雛
も
ま
し
り
て
う
た
ひ
鳬　
　
　

文
川

　
　
　
　
　

眠
ら
す
に
居
し
や
初
日
の
つ
く
は
山　
　

汶
平

　
　
　
　
　

む
つ
ま
し
き
世
に
ハ
い
つ
か
す
削
か
け　

青
荷

　
　
　
　
　

溜
り
井
も
水
上
あ
り
て
は
る
の
水　
　
　

弘
湖

　
　
　
　
　

え
方
か
ら
夜
ハ
し
ら
む
か
と
思
ひ
け
り　

浪
兮
女

　
　
　
　
　

鴬
や
立
年
月
の
わ
す
れ
草　
　
　
　
　
　

洒
雄

　
　
　
　
　

長
き
日
の
ま
た

く
延
る
は
な
し
哉　
　

ミ
き
を

　
　
　
　
　

立
日
か
ら
あ
ふ
る
ゝ
春
の
け
し
き
哉　
　

西
馬

　
　
　
　
　

ち
る
露
や
花
も
及
は
ぬ
朝
柳　
　
　
　
　

逸
淵

　
　
　
　
　
　

丁
巳
春　
　
　
　
　

鴎
波
書
（
朱
印
）「
昌
点
」

（
21
）
逸
淵
は
、
児
玉
町
久
米
家
の
養
子
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
川
村
碩
布
の
門
人
で
、
文

　
　

政
八
年
ご
ろ
に
高
崎
に
逸
淵
舎
を
設
け
、
俳
諧
師
と
し
て
独
立
、
文
政
の
末
年
に
碩
布

　
　

よ
り
春
秋
庵
を
譲
ら
れ
、
春
秋
庵
五
世
を
称
し
た
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
江
戸
に

　
　

移
住
し
、春
秋
庵
を
弟
弟
子
加
舎
梅
笠
に
譲
っ
て
い
る
。し
の
木
弘
明「
俳
人
久
米
逸
淵
」

　
　

平
成
十
年
四
月
。

（
22
）
前
掲
「
本
庄
市
史　

通
史
編
Ⅱ
」。

（
23
）
安
政
六
年　

武
蔵
野
連
春
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
一
〇
）

　
　
（
袋
表
）「　

蜷
む
す
ひ　
　

武
蔵
野
連
」

　
　
　
　
　
　
　

素
真
（
朱
印
）「
霞
」（
母
子
海
苔
乾
し
図
）

　
　
　

日
す
か
ら
の
遊
ひ
相
手
や
春
の
水　
　
　
　

寄
三

　
　
　

陽
炎
の
う
へ
に
も
も
ゆ
る
い
と
ま
か
な　
　

笳
言

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

六
六

　
　
　

寒
か
り
も
出
揃
ふ
梅
の
ち
る
日
哉　
　
　
　

真
葛

　
　
　

色
ふ
か
く
な
る
野
の
水
の
ぬ
る
ミ
か
な　
　

漁
友

　
　
　

香
を
し
た
ふ
そ
ゝ
ろ
歩
行
や
闇
の
梅　
　
　

巴
静

　
　
　

昇
る
日
の
稲
つ
む
顔
を
て
ら
し
け
り　
　
　

塘
洲

　
　
　

外
に
眼
の
ち
り
処
な
き
初
日
か
な　
　
　
　

就
淵

　
　
　

夜
ハ
門
の
梅
も
ま
も
る
か
翁
丸　
　
　
　
　

半
湖

　
　
　

そ
れ

く
に
色
音
尽
し
て
百
千
鳥　
　
　
　

睡
虎

　
　
　

初
夢
に
ミ
し
や
た
し
か
に
初
さ
く
ら　
　
　

花
雄

　
　
　

蓬
莱
の
う
し
ろ
へ
ま
は
る
女
か
な　
　
　
　

丈
雪

　
　
　

捐
火
に
も
ま
か
す
旅
寝
や
去
年
こ
と
し　
　

其
好

　
　
　

茶
一
は
い
去
年
と
こ
と
し
の
い
と
ま
哉　
　

真
瓢

　
　
　

水
鳥
の
梢
に
遊
ふ
春
日
か
な　
　
　
　
　
　

真
水

　
　
　

幸
籠
の
中
ま
て
餮
る
か
ら
す
哉　
　
　
　
　

香
節

　
　
　

花
の
留
守
秋
の
く
れ
に
も
劣
り
け
り　
　
　

半
令

　
　
　

う
た
ゝ
寝
ハ
遊
ひ
労
れ
か
草
の
蝶　
　
　
　

司
水

　
　
　

松
の
香
に
む
せ
て
空
見
る
子
の
日
哉　
　
　

脩
太

　
　
　

蜷
田
に
し
転
ひ
合
け
り
も
と
り
水　
　
　
　

都
丸

　
　
　

し
の
は
し
き
ひ
と
つ
や
梅
に
ほ
と
ゝ
き
す　

青
荷

　
　
　

梅
の
木
も
見
そ
へ
て
ふ
か
し
松
飾　
　
　
　

木
奴

　
　
　

月
花
に
む
か
ふ
戸
口
や
藁
合
子　
　
　
　
　

桃
樵

　
　
　

風
か
を
る
歯
朶
の
そ
よ
き
や
門
か
さ
り　
　

窓
蔦

　
　
　

聞
人
に
あ
る
黄
鳥
の
初
音
か
な　
　
　
　
　

知
一

　
　
　

礼
う
け
を
待
間
匂
ふ
や
福
寿
草　
　
　
　
　

竹
女

　
　
　

輩
の
子
を
枝
に
剣
け
り
桃
の
花　
　
　
　
　

鏡
山

　
　
　

身
の
う
へ
の
花
咲
せ
あ
ふ
睦
月
哉　
　
　
　

汶
平

　
　
　

御
降
の
名
を
一
日
の
な
か
め
か
な　
　
　
　

保
水

　
　
　

熨
斗
目
着
て
む
か
し
姿
や
け
さ
の
春　
　
　

夢
香

　
　
　

ミ
つ
輪
く
む
人
も
さ
そ
ふ
て
小
松
引　
　
　

久
女

　
　
　

こ
そ
こ
と
し
す
れ
あ
ふ
袖
や
日
本
橋　
　
　

鴎
居

　
　
　

節
折
も
せ
ぬ
風
ふ
く
や
つ
く

く
し　
　
　

可
洗

　
　
　

舞
そ
め
や
扇
に
な
ひ
く
ひ
と
こ
ゝ
ろ　
　
　

蕾
風

　
　
　

古
池
の
ふ
る
声
な
か
ら
は
つ
蛙　
　
　
　
　

逸
淵

　
　
　
　

己
未
春　
　
　
　
　

鴎
波
書
（
朱
印
）「
昌
点
」

（
24
）
内
野
勝
裕
『
埼
玉
俳
諧
人
名
辞
典
』
平
成
十
五
年
三
月
。
以
下
、
埼
玉
県
内
の
俳
人

　
　

に
つ
い
て
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
は
同
書
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
25
）
前
掲
「
俳
人
久
米
逸
淵
」。
上
州
の
俳
人
に
つ
い
て
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
は
同
書

　
　

を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
26
）
戸
谷
家
文
書
№
八
〇
四
四
。

（
27
）
戸
谷
清
風
・
榎
蔭
の
句
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

初
そ
ら
の
青
ミ
た
つ
る
や
池
水
面　
　

清
風
（
嘉
永
二
年
［
春
興
］
№
七
一
九
八
）

　
　

酒
の
酔
醒
る
間
も
な
し
松
の
内　
　
　

清
風
（
嘉
永
二
年
［
春
興
］
№
七
二
〇
〇
）

　
　

眉
の
茎
は
ら
ふ
て
向
ふ
は
つ
日
か
な　

大
齢

　
　
　

恵
方
の
枝
の
に
ほ
ふ
ま
つ
風　
　
　

清
風
（
嘉
永
四
年
［
春
興
］
№
七
一
七
五
）

　
　

曳
に
出
た
こ
ゝ
ろ
引
る
ゝ
小
松
哉　
　

榎
蔭

　
　

千
枝
八
千
枝
春
も
と
ゝ
き
て
梅
の
花　

清
風

　
　

朝
ほ
ら
け
眼
の
さ
や
は
つ
す
花
の
山　

其
椎
（
安
政
二
年
［
春
興
］
№
七
一
六
一
）

　
　

若
草
の
裏
葉
も
見
せ
ぬ
そ
よ
き
哉　
　

其
椎
（
安
政
二
年
［
春
興
］
№
七
一
六
八
）

　
　

若
草
の
裏
葉
も
見
せ
ぬ
そ
よ
き
か
な　

其
椎
（
安
政
二
年
［
春
興
］
№
七
二
〇
六
）

　
　

の
ほ
る
瀬
の
魚
に
も
月
の
し
つ
く
哉　

其
椎
（
安
政
二
年
［
秋
興
］
№
七
二
一
二
）

　
　

こ
つ
そ
り
と
先
見
て
来
る
や
は
つ
桜　

其
椎
（
安
政
二
年
［
春
興
］
№
七
二
一
四
）

　
　

若
く
さ
の
う
ら
葉
を
見
せ
ぬ
戦
き
哉　

其
椎
（
安
政
四
年
［
春
興
］
№
七
二
〇
八
）



六
七

（
28
）
内
野
勝
裕
「
橿
寮
碩
布
と
春
秋
庵
を
め
ぐ
る
人
々
」
昭
和
六
十
一
年
七
月
。

（
29
）
嘉
永
七
年　

佐
倉
梅
雪
庵
秋
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
〇
五
）

　
　
（
袋
表
）「
新
涼　
　

佐
倉　

梅
雪
庵
」

　
　
　
　
　
　
　

応
需　

素
真
書　
（
朱
印
）「
素
真
」（
鐘
旗
図
）

　
　
　

飛
鳥
川
よ
り
た
し
か
也
天
の
川　

逸
淵

　
　
　

来
る
秋
の
と
り
つ
き
か
ね
し
日
さ
し
哉　

西
馬

　
　
　

は
つ
秋
や
蜘
手
払
ひ
し
庭
の
松　
　
　
　
　

苣
麿

　
　
　

七
夕
や
何
に
ね
く
ら
を
い
そ
く
鳥　
　
　
　

音
好

　
　
　
　

深
草
に
声
も
忍
は
す
啼
う
つ
ら　
　
　
　
　

其
椎

　
　
　
　

平
庭
や
吹
井
も
ミ
え
て
萩
の
花　
　
　
　
　

心
月

　
　
　
　

稲
妻
や
草
か
け
う
つ
る
さ
ゝ
れ
水　
　
　
　

夷
哉

　
　
　
　

き
り

く
す
昼
鳴
捨
の
く
も
り
か
な　
　
　

波
平

　
　
　
　

朝
皃
や
花
の
つ
よ
ミ
を
蔓
に
見
る　
　
　
　

古
武
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
後

　
　
　
　
　
　
　

立
し
ほ
に
箒
と
り
け
り
け
さ
の
秋　
　
　

梅
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
舟
中

　
　
　
　
　
　
　

雰
晴
に
遠
の
く
月
の
匂
ひ
か
な　
　
　
　

如
升

　
　
　
　
　
　
　

寅
の
ふ
み
月　
　
　

董
仙
書　
　
（
朱
印
）「
盛
義
」

（
30
）
戸
谷
家
文
書
№
七
六
五
〇
。

（
31
）「
秋
季
三
題
手
合
」（
戸
谷
家
文
書
№
七
九
八
一
）
に
は
、
無
窮
庵
季
蕩
に
「
太
魯
」

　
　

の
印
を
使
用
し
て
お
り
、
一
時
期
「
季
蕩
」
の
号
も
使
用
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
32
）
内
野
勝
裕
「
橿
寮
碩
布
と
春
秋
庵
を
め
ぐ
る
人
々
」
昭
和
六
十
一
年
七
月
。

（
33
）
一
葉
舎
。
版
下
筆
者
で
、『
校
正
七
部
集
』『
俳
諧
玉
葉
集
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。（
松

　
　

澤
正
樹
「
柴
田
是
真
の
俳
諧
一
枚
摺
」
前
掲
『
江
戸
文
学
』
二
五)

。

（
34
）
嘉
永
二
年　

太
魯
改
魯
仙
披
露
（
戸
谷
家
文
書
№
七
一
五
六
）

　
　
（
袋
表
）「　

末
広　
　
　

無
窮
庵
」

　
　
　
　
　
　
（
是
真
画
扇
子
に
印
章
図
）

　
　
　

立
臼
も
神

　
　
　

あ
つ
か
ひ
や
松
廼
内

　
　
　
　
　
　

太
魯
改
魯
仙

　
　
　
　
　
　

松
軒
書　
（
朱
印
）「
蜻
印
」

（
35
）
嘉
永
三
年　

魯
仙
仏
追
悼
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
〇
一
）

　
　
（
袋
表
）「
氷
る
露
」

　
　
　
　

雪
垣
に
へ
た
て

　
　
　
　
　
　

ら
れ
け
り
鶴
と
亀　
　

魯
仙
仏

　
　
　

木
兎
の
耳
引
た
つ
る
夜
風
か
な　
　
　
　

逸
淵

　
　
　

吹
ち
る
や
古
梅
の
木
の
葉
枝
な
か
ら　
　

古
む
ら

　
　
　

楮
ひ
て
ゝ
や
せ
る
流
や
神
無
月　
　
　
　

見
外

　
　
　

聞
も
の
に
こ
ゝ
ろ
ハ
ふ
れ
す
初
し
く
れ　

松
什

　
　
　

鴨
た
つ
や
闇
に
見
え
す
く
雨
の
あ
し　
　

苣
丸

　
　
　

茶
の
な
き
も
今
さ
ら
く
や
し
は
つ
時
雨　

卓
郎

　
　
　

人
絶
の
し
て
か
ら
通
る
雪
見
か
な　
　
　

西
馬

　
　
　

大
空
に
雲
ひ
と
つ
な
き
か
れ
野
哉　
　
　

大
瓢

　
　
　

や
つ
と
眼
を
は
な
し
て
去
り
ぬ
帰
り
花　

為
一

　
　
　

氷
る
と
ハ
氷
も
し
ら
す
や
宵
の
う
ち　
　

曰
二

　
　
　

落
る
日
の
影
雲
に
見
る
し
く
れ
か
な　
　

誠
廬

　
　
　

柴
凍
て
折
る
音
遠
く
ひ
ゝ
き
け
り　
　
　

楽
水

　
　
　

入
口
の
さ
く
ら
も
あ
り
て
冬
の
山　
　
　

有
柳

　
　
　

眼
の
先
の
雪
吹
に
く
ら
き
夜
明
哉　
　
　

雪
甫

　
　
　

膝
に
手
を
か
さ
ね
て
雪
を
待
日
哉　
　
　

成
隣

　
　
　

ち
る
紅
葉
窓
つ
き
上
て
な
か
め
け
り　
　

玉
我

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

六
八

　
　
　

水
際
の
草
の
ミ
青
き
氷
り
か
な　
　
　
　
　

一
僕

　
　
　

常
燈
の
さ
す
影
薄
し
雪
仏　
　
　
　
　
　
　

可
笠

　
　
　

つ
な
か
れ
て
馬
ハ
軒
端
に
し
く
れ
け
り　
　

一
遊

　
　
　

を
し
鳥
を
た
ゝ
せ
て
並
ふ
千
鳥
哉　
　
　
　

一
詠

　
　
　

山
の
や
ミ
し
は
し
た
ゝ
え
て
冬
の
月　
　
　

如
升

　
　
　

初
雪
の
露
も
の
こ
さ
す
消
に
け
り　
　
　
　

青
布

　
　
　

露
を
見
し
眼
も
か
わ
か
ぬ
に
時
雨
け
り　
　

青
荷

　
　
　

し
と
や
か
な
船
の
夜
明
て
鴨
の
声　
　
　
　

大
齢

　
　
　

う
き
も
の
ハ
浮
ふ
木
の
葉
や
閼
伽
の
水　
　

知
一

　
　
　

立
枯
の
紫
苑
な
つ
か
し
雨
の
門　
　
　
　
　

汶
平

　
　
　

月
代
や
真
白
に
た
つ
水
け
ふ
り　
　
　
　
　

鳳
毛

　
　
　

挿
そ
へ
た
葉
に
は
え
も
つ
や
水
仙
花　
　
　

有
志

　
　
　

つ
い
た
て
に
影
見
る
や
う
そ
啼
千
鳥　
　
　

つ
ね
女

　
　
　

藪
の
井
の
氷
り
を
く
た
く
手
向
哉　
　
　
　

榎
蔭

　
　
　
　
　

雪
か
せ
に
へ
た
て
ら
れ
け
り
と
い
た
つ
き
の

　
　
　
　
　

経
舌
よ
り
出
せ
し
魯
仙
か
遺
声
耳
に

　
　
　
　
　

さ
ら
ぬ
に
は
や
辺
哭
の
け
ふ
と
ハ
な
り
ぬ

　
　
　

雪
の
鶴
啼
て
我
を
も
泣
す
る
歟　
　
　
　
　

梅
笠

　
　
　
　
　

一
周
忌
い
と
な
ま
ん
と
こ
ゝ
ろ
さ
し
侍
る

　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
魯
仙
仏
東
都
の
客
中
に

　
　
　
　
　

来
り
し
と
見
て
夢
さ
め
け
れ
ハ

　
　
　

な
き
人
と
語
り
し
ハ
さ
て
霜
の
声　
　
　
　

清
風

　
　
　
　
　

嘉
永
庚
戌
仲
冬　
　
　

得
斎
書
（
朱
印
）「
飛
中
」

（
36
）
圭
岳
は
、
原
田
姓
で
、
字
は
林
広
、
名
は
甫
、
号
に
鉄
圭
・
後
素
・
賤
生
が
あ
る
。

　
　

三
河
出
身
で
鈴
木
南
嶺
に
ま
な
び
、
江
戸
に
住
む
四
条
派
の
画
家
で
あ
る
。　

（
37
）
素
真
は
、
山
形
姓
で
、
江
戸
の
出
身
、
谷
文
兆
の
門
人
で
、
岡
本
豊
彦
、
鈴
木
南
嶺

　
　

に
も
ま
な
び
、
文
久
二
年
六
月
に
四
五
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
別
号
に
揺
月
斎
。
永

　
　

海
は
、
佐
竹
姓
で
、
名
・
字
は
周
村
・
愛
雪
・
篤
敬
。
会
津
若
松
城
下
の
蒔
絵
師
の
子

　
　

と
し
て
生
ま
れ
、
江
戸
で
谷
文
晁
の
門
人
、
の
ち
に
彦
根
藩
御
用
絵
師
と
な
る
。

（
38
）
櫻
井
武
次
郎「
俳
諧
―
最
後
の
光
彩
―
」（『
江
戸
文
学
』二
一
、一
九
九
九
年
一
二
月
）。

　
　

松
澤
正
樹
「
柴
田
是
真
の
俳
諧
一
枚
摺
」（
前
掲
『
江
戸
文
学
』
二
五
）。

（
39
）
森
鴎
外
「
細
木
香
以
」。
根
津
美
術
館
「ZESH

IN

―
柴
田
是
真
の
漆
工
・
漆
絵
・

　
　

絵
画
」
平
成
二
十
四
年
十
一
月
。

（
40
）
安
政
四
年　

香
以
春
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
一
三
）

　
　
　
　
　

む
か
し
語
り
の
花
咲
爺
も
有
ふ
れ
た
る
樹
に
さ
か
す
る
の
ミ
、
こ
と
し

　
　
　
　
　

浅
草
の
御
山
に
ハ
い
く
ほ
と
も
あ
ら
ぬ
に
数
千
株
の
桜
を
現
す
る
事
、

　
　
　
　
　

造
花
の
神
の
工
は
も
の
か
ハ

　
　
　

き
の
ふ
ま
て
し
ら
ぬ
曇
り
や
花
の
空　

抱
義

　
　
　
　

(

中
略)

　
　
　
　
　

千
も
と
の
瓊
樹
ハ
菩
薩
千
手
の
不
可
思
議
を
あ
ふ
き
、
五
百
重
の
芳
雲

　
　
　
　
　

ハ
凡
夫
千
眼
の
遊
戯
三
昧
に
た
り
な
ん

　
　
　

踏
と
こ
ろ
残
ら
す
花
の
台
か
な　
　
　

西
馬

　
　
　
　
　

き
の
ふ
や
花
柳
の
前
栽
を
は
な
れ
て
、
紫
の
わ
か

く
し
き
名
を
あ
ら
た

　
　
　
　
　

む

　
　
　

植
か
へ
し
花
や
今
と
し
の
方
違　
　
　

光
女

　
　
　
　
　

け
ふ
や
金
龍
の
後
林
に
入
て
花
の
宴
の
筵
を
は
し
め
て
開
く

　
　
　

品
定
す
る
も
花
に
は
栄
曜
哉　
　
　
　

香
以

（
41
）
明
治
五
年　

三
朝
庵
曙
山
春
興
（
戸
谷
家
文
書
№
七
二
二
九
）

　
　
　
　
　

お
の
れ
い
ま
た
み
そ
し
に
足
ら
ね
と
も
、
有
に
甲
斐
な
き
身
と
成
て
俳

　
　
　
　
　

諧
の
道
に
立
ん
こ
と
か
た
く
、
さ
れ
は
夢
は
か
り
な
る
若
中
に
猶
行
末

　
　
　
　
　

の
名
こ
そ
を
し
け
れ
と
、
御
恵
を
蒙
り
し
君
連
に
ま
見
ゆ
る
こ
と
も
め

　
　
　
　
　

て
た
く
、
此
春
を
名
残
と
し
て
身
退
く
こ
と
の
う
た
て
け
れ
は

　
　
　

行
水
の
な
か
れ
も
斯
や
百
千
鳥　
　

三
朝
庵
曙
山



六
九

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）

表
　

戸
谷

家
文

書
俳

諧
一

枚
摺

一
覧

　
　

　
　

　
　

　
注

：
「

　
」

内
は

印
文

。



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

七
〇



七
一

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

七
二

図１　№ 15　椿年画　本庄連春興　天保 13 年（戸谷家№ 7203）

図２　№ 72　素真画　本庄連春興　安政 4 年（戸谷家№ 7211）

図３　№ 71　素信画　橿寮閣春興　安政 4 年（戸谷家№ 7208）



七
三

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）

図４　№ 75　素真画　武蔵野連春興　安政６年（戸谷家№ 7210）

図６　№ 29　是真画　太魯改魯仙披露
　嘉永 2 年（戸谷家№ 7156）

図５　№ 60　素真画　梅雪庵秋興
　　　嘉永 7 年（戸谷家№ 7205）

図７　№ 50　魯仙仏追悼　嘉永 3 年（戸谷家№ 7201）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

七
四

図８　№ 30　是真画　梅笠他春興　嘉永 2 年（戸谷家№ 7163）

図９　№ 31　是真画　梅笠他春興　嘉永 2 年（戸谷家№ 7169）

図１0　№ 32　是真画　梅笠他春興　嘉永 2 年（戸谷家№ 7170）



七
五

中
山
道
本
庄
宿
戸
谷
（
中
屋
半
兵
衛
）
家
所
蔵
の
俳
諧
一
枚
摺
（
兼
子
）

図１1　№ 35　是真画　梅笠他春興　嘉永 2 年（戸谷家№ 7198）

図１2　№ 40　是真画　梅笠他春興　嘉永 3 年（戸谷家№ 7164）

図１3　№ 47　是真画　梅笠他春興　嘉永 3 年（戸谷家№ 7199）



文
書
館
紀
要
第
二
十
七
号
（
二
〇
一
四
・
三
）

七
六

図１4　№ 73　是真・圭岳・素真画　香以他春興　安政 4 年（戸谷家№ 7213）

図１5　№ 74　是真画　香以他春興　安政 4 年（戸谷家№ 7230）

図１6　№ 77　是真画　三朝庵曙山他春興　明治 5 年（戸谷家№ 7229）
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